<巻頭言> コロナ禍で思う : 「天，共に在り」 by 室田 保夫 & Yasuo Murota





























































































　ところで 2015 年 9 月，国連で 200 近い国家の
合意でもって「持続可能な開発（Sustainable 
Development Goals），いわゆる「SDGs」が採択
され，全世界は 2030 年までに取り組んでいくこ
とが決定された．例えば①あらゆる場所のあらゆ
る形態の貧困を終わらせる，②飢餓を終わらせ，
食糧安定保障および栄養改善を実現し，持続可能
な農業を促進する，③あらゆる年齢のすべての
人々の健康的な生活を確保し，福祉を促進する，
といった 17 に及ぶゴールが設定され，具体的な
「ターゲット」や「実施方法」が提起されている（南
博他著『SDGs』岩波書店）．非常に高い到達目標
ではあるが，現代社会に掲げられた一つの重要な
試みである．このコロナの課題はかかるゴールに
向けての重要な追い風になるかも知れない．コロ
ナ禍は現在の社会の有り様や人間についての本質
的なことを映し出してくれる．人間福祉は「価値」
を追究する学問でもある．この価値を社会の中で
位置づけていく必要があるのではないか．
　アフガニスタンの荒れ地に井戸を掘り，水道を
通し，その実践の中から現代文明への本質を指弾
した医師中村哲は『天，共に在り』（NHK出版）
の中で「今ほど切実に，自然と人間との関係が根
底から問い直された時はなかった．決して希望な
き時代ではない．大地を離れた人為の業に欺かれ
ず，与えられた恵みを見出す努力が必要な時なの
だ．それは，生存をかけた無限のフロンティアで
もある」（240 頁），そして「自然から遊離するバ
ベルの塔は倒れる．人も自然の一部である．それ
は人間内部にもあって生命の営みを律する厳然た
る摂理であり，恵みである．科学や経済，医学や
農業，あらゆる人の営みが，自然と人，人と人と
の和解を探る以外，我々が生き延びる道はないで
あろう．それがまっとうな文明だと信じている」
（246 頁）と断じている．もう一度，我々は足下
にある現代文明とは何かを見てみることも大切
だ．人間が弱い存在であること，自然や人との繋
がりの中で生きていることを想起すべきである．
山本太郎も『感染症と文明―共生への道』（岩波
書店）の第 1章で「文明は感染症の『ゆりかご』
であった」と表現している．人類は文明の名の下
で効率良く欲望を満たし，都合良く物質や物で溢
れる便利な社会を追究してきた．
　文明は常に自然との和解，共生になりたつもの
であることをウイルスは教えている．コロナ禍は
大きな歴史の転換かもしれない．人間の生存の課
題，地球の課題として考えていかなければならな
いのではないか．20 年後，50 年後，この感染症
は「SDGs」を含め如何に評価されているのだろ
うか．この時代に我々は人間の福祉，幸福の為に
何をいかに発信していくかが問われている．中村
の言葉「天，共に在り」はコロナ禍の時代におい
ても重い言葉である．
